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第 二 卷 第 二輯 は 昭和 三年 七 月發 行 の 豫 定

で あ り ます,

本 誌 に 關 す る批暦,注 意,要求等 は 京都 帝 國

大 學 物 理 化 學 研 究 室 内 市 川 祺 治 あ て に

願 ひ ます。

昭和三年 四月十 五 日印

昭和三年 四月二十 口發

編 輯 主 幹

竅 行 者

印 刷 者

(年三回 向行)●

製 璽鰡 薔鶲 輯

京都帝國大學物理化學研究室

堀 場 信 吉

東京市赤坂恩傳塲町三了口十番地

佐 藤 正 叟

東京市京橋區弓町二十五番地

高 橋 郁

1

發 行 所

東京市赤坂區僻馬町三丁日十番地

至 丈 堂

振秘棘 二九五〇七番 電話青山{目産晝圀歪馨
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鑠年 三 回 刊 行

第 一・輯 目 次
化學反應の副射詮。一次反應の機構に關するRoyの 詮に就て

理學博士

(大正十五年十月刊行)定 便金壹圓五拾錢

Dalton氏 分歴の定律に對する逾背に就て

興奮水銀分子による水素分子の活性化に款て
電氣放電による活性水素に就て特1こその化fli的動作に就て一・…市
ニツケル・銅觸媒の存在に於ける水素の臨界電壓
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{理脚 士

強電解質論

第三輯 目次
簡單なる石英又は硝子製壓力指示計に戴て
濃厚水溶液の蒸氣壓測定
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最 新 刊
東北帝國大學教授 理學博士 大 久.保 準 三 著

鑼韈驫
定 價 金 六 圓 五 拾 錢 邃 料 金 拾 八 錢

本 書 は 新 制 度 の 中 等 数 育 物 理 學 敢 授 要 目 に譱 い ℃ 物 理 學

一 般 の 知 識 を準 易6t且 つ 系 統 的 に詳 逋 して,其 の 概 念 を 遺

漏 な く牧 得 せ しめ.る と314z日 常 生 活LL於 て 屡 遭 迥 す る多

くの 事 項 を も 加 へ 物 理 學 の 賃 際 的 逕 用 に資 せ しめ ん こ と

を期 し為 就 中共 の基 礎 的 事實 並Vt7Yの 原 恥 法 則 の 物理

學 的 意 義 を 詳 読 し,其の 根 本 的 知 識 を理 解 せ しめ るzとit

努 め た。 「且 つ 物 理 學 最 近 の 發 達 を も遶 ぺ 力 め て 新 知 識 を

知 ら しめ る と典 に世 界 の 物 理 學 進 歩 の 趨 勢 を 明 かtzし た。

挿 圃 は 物 理 學 講 義 に極 め て 重要 な る地 位 を 占.め、る もの で

あ るか らJ1め て 多 數 に 之 を探 刑 し而 も十 分czを 用 ひ て

直 接 實 驗 し尢 實 物 寫 眞 を 多 く收 め,器 械 器 具 の 如 き も多 く

實 物 の 寫 興 を以 て し左。 荷 各 種 類 のrを 多 數 採 鍮 し其

の 模 範 的 解 法 を示 し1何入 に も直.に 要 領 ・を會 得 せ しめ る・や

、う に 心 掛 け72,、

要 す るに 本 書 は 著 渚 が 豊 窟 な る學 識 を以 て物 理 學 全 般 に

亘3綬 横 に 解 詮 しプ～る も のgiltの黜 に於 て全 く類uを 見 な

い の で,中 等 學 按 物 理 敢 擾 者 諸 子 の 絶 好 の 參 考 害 で あ う,高

等 學 校 暮 門 學 校 學 生 譜 子 の 無 二 の 滲 考 書 で あ う冲 等 學 按

生 徒 諸 子 の 自 修 復 習 のLtの 上 も なV・指 南'4で あ る。



第 一 細

簸 二繦

第三媼

第 四綿

第五 儡

第六 緇

物 理 化 学 の 進 歩Vol、2No.1(1928)

自然科學研究叢書

近 世 高 等 代 數 學 肺 三・鰍 臓行

楚警1響教鑾園 正 造 著 巳

高 等 物 理 學 概 論 繍 三軒 臓行

棗北聾黛鰹 大久 保 準三 著

物 質蓮動論 と物理化學 昭和詐+一丿1逝

劉聾膿璽 堀 場 信 吉 著

動 物 發 生 學 疎 三針二服行

窪州聾管雀 大 島 廣 著

環 の 理 論 肺ミRef二臓行

餅馨響璽 園 正 造 著

昭和.三年十二丿」壷行

蛮都聾響璽 喜 多 源 逸 著
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至文堂編輯部編

代數問題集
學 ≡習參 考用 ・教 科書併 用

錢
錢
錢

+
五十

八

七
八

金
金
金

用
用
各

年
級
料

學初
上
迭

價定

のぞ罰圏題問のく多數憾匹思とんせ王に學數代乙
、

凡

解法に熟逹せねばな らの。 それには良 き問題集 を選揮 して教

科書 と併用せねばな らぬ.又 如何に多 くの問題 を集めても,

ただ雜然 と探録 しtzのでは,徒 らに勞多 くして所期の結果は

得 られない。

本問題集は中等學校數 學数授要日に準據 して緇纂せ られ尤

ものであつて,悉 く模範的問題 を輯録 し,意 をその配列LLJf]

ひ,易 よ彑難 に入5,初 學の者 をも一度本書 を手にせば順…夫

に導 きて代數學の奥義 に達せ しめるzと が,ateる 。

貴重 なる精 力と時間 とを徒費することな く,最 も蓮かに上

達ぜ しめ ることは本書 の圭眼 とする所 である。 これまことに

本書が刊行早 々欷育界 に於て多大の好評 を博 し,績 々として

諸中等學校 に敏科鴇:併用 として探用せ られ,叉 擧生諸看か ら

は,最 新理想的なる代表的學習參考用 問題集 として歡迎せ ら

れつ 丶ある所以である。iTK本 書ば代數學難 に惱め る學生諸

君竝に高等學校専門諸學校受驗生諸君tzと つて無二 の良參考

書 である.
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乗
幕

異

學
誇

文
學
士

大

島

正
徳

著

齪
偵
忙
圓
朏
+
籔

版 五 ・n一
本
書
は
倫
理
哲
學

を
以
て
我
か
麒
界
に
重
き
を
な
せ
る
著
者
か

、そ

の
該
博
な
る
知
識
を
以
て
倫
理
畢
上
の
諸
問
題
を
最
も
廣
汎
に
亘
り
極

め
て
公
軍
に
取
汲

つ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
生
命
と
す
る
所
は
各
種

の
倫
理
學
設
を
最
も
正
曜
に
解
設
し
τ
馳
こ
れ
を
正
當
に
批
制
す
る
と

同
哮
に
、
著
者
獨
白
の
意
兄
を
以
て
串
貫
す
る
を
忘
れ
な
か
つ
た
こ
と

で
あ
る
。
更
に
本
樽
の
虫
限
と
す
る
所
は
,
そ
の
蘊
蓄
を
傾
倒
す
る
底

の
も
の
で
な
く
て
,
寧
ろ
倫
理
穣
の
入
門
香
た
ら
し
め
ん
と
し
九
こ
と

で
あ
る
。
随
つ
て
そ
の
解
巍
に
於
て
も
川
文
に
於
て
も
李
明
を
旨
と
し

何
人
と
雖
も
一
讀
資
ち
に
そ
の
要
領
を
倉
得
せ
し
む
る
こ
と
に
心
を
川

ひ
九
。
こ
れ
に
よ
つ
て
讀
者
は
自
己
の
反
省
と
實
錢
と
に
資
す
る
と
共

に
,
遐
ん
で
は
人
生
の
哲
學
的
思
索
の
渚
問
題
に
對
す
る
金
鍵
を
杷
握

す
る
こ
と
が
娼
來
る
で
あ
ら
う
。
實
に
本
書
は
鄭
人
の
手
に
な
れ
る
殆

ん
ど
唯

一
の
愉
理
學
概
論
と
も
云
ふ
べ
く
、
思
想
問
題
の
喧
し
い
畦
に

於
τ
そ
の
根
本
的
善
蕁
法
を
標
置
す
る
紹
好
の
著
書
で
あ

る
。
更
に
本

書
は
專
鬥
累
校
の
倫
理
學
敬
科
書
と
し
て
も
極
め
て
邇
常
な
も
の
で
あ

る
o

,

東
京
帝
異

學
蘚
師
文
學

士

大
島

正
徳

著

鸛
㌔
+
爵

齟

肥
鬻

網
曝

鑼

尸

.

h
r
濯

覗
代
は
哲
學
の
時
代
で
あ
る
。
賚
に
哲
學
は
人
生
の
深
化
で
あ
り
眞

理
の
殿
堂
で
あ
る
。
眞
の
自
由
と
解
放
と
邏
観
と
は
專
ら
哲
擧
的
思
索

に
よ
つ
て
の
み
得
ら
れ
る
。
惟
ふ
に
現
代
に
於
け
る
一
切
の
思
想
問
題

肚
曾
問
題
乃
至
敬
育
問
題
は
今
や
そ
の
根
本
よ
り
の
解
決
を
要
望
し
て

ゐ
る
哲
學
的
思
索
は
此
等
諸
聞
題
の
解
決
に
對
す
る
唯

一
の
金
腱
で
あ

る
本
書
に
牧
む
る
所
は
覲
今
世
界
を
風
騒
し
つ
、
あ
る
英
米
の
經
験
汲

の
哲
撃
を
主
と
し
加

ふ
る
に
佛
の
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
學
を
以
て
し
た
。

費
に
こ
の
綻
驗
學
派
の
哲
學
は
獨
逸
派
の
哲
摯
と
相
對
立
し
τ
哲
學
の

分
野
を
貰
し
血

一
大
潮
流
で
あ
る
。
而
も
我
學
界
に
於
て
着
迯
さ
れ
て

居
る

一
面
で
あ
る
。
著
者
は
我
か
國
に
於
け
る
經
験
麟
派
の
第

一
人
者

そ
の
悶
匝
に
し
て
徹
底
せ
る
解
諡
論
明
は
よ
く
こ
の
學
派
の
本
つ
く
眞

理
観
の
特
質
と
根
底
と
を
指
摘
し
か
ね
て
人
生
生
活
の
原
則
を
閣
明
し

τ
ゐ
る
。
是
れ
や
が
て
哲
髞
的
恩
索
の
全
野
に
亘
つ
て
理
解
を
助
け

一

遣
の
光
明
を
輿

へ
九
も
の
で
あ
る
。



物 理 化学 の 進 歩Vol、2¶o.1(1928)

東
京
帝
異

學
勝
師
文

學

士

大

島

正

徳

著

躯
網

緬
入
+
礙

聞 劇
国 回

馨
纒

本
書
は
著
青
か
人
生
の
高
處
に
立
つ
て
廣
く
そ
の
思
想
生
活
の
各
般

に
亘
り
内
而
的
に
極

め
て
深
刻
に
思
索
し
批
制
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

書
の
所
論
は
文
化
の
本
質
よ
り
人
生
の
法
則
に
圏
す
る

[
般
的
理
膾
を

初
め
更
に
進
ん
で
現
代
の
所
謂
思
想
問
題
よ
り
實
際
生
活
に
ま
で
立
入

つ
て
ゐ
る
。
實
に
歐
洲
大
戰
後
の
改
造
は
畢
竟
精
紳
文
明
の
提
唱
に
あ

る
、
精
禪
文
明
の
普
及
に
よ
つ
て
人
生
を
窩
め
人
生
を
價
値
づ
け
ん
と

す
る
に
他
な
ら
ぬ
、
而
し
て
精
神
文
明
の
要
素
は

一
に
か
か
つ
τ
思
索

に
存
す
る
り
こ
の
思
索
に
よ
つ
て
思
想
を
深
め
そ
の
思
想
に
ょ
つ
て
自

ら
も
生
き
肚
會
を
も
導
く
是
れ
文
化
生
活
の
根
木
義
で
あ
る
。
然
ら
ば

如
何
な
る
网心想
に
よ

つ
て
自
ら
も
生
き
瓧
倉
を
も
導
く
べ
き
か
、
如
何

な
る
田禦

か
人
生
を
最
も
意
義
あ
ら
し
め
る
か
.
思
索
が
如
何
に
人
間

生
活
に
重
要
な
る
か
、
是
れ
本
香
か
提
唱
せ
ん
と
す
る
大
眼
目
で
あ
る

今
や
昨
代
は
大
動
瑤

よ
り
小
動
揺
に
破
壌
よ
り
建
設
に
、
衝
動
化
よ
り

合
理
化
に
移
り
進
ま
ん
と
し
、
人
々
は
そ
の
心
に
目
醒
め
て
人
生
の
根

底
よ
り
思
索
し
深
く
新
に
改
遺
の
遯
を
求
め
ん
と
し
て
ゐ
る
。
此
の
畦

に
鴬
り
哲
學
的
思
索

を
以
て
我
か
墨
界
に
重
き
を
な
セ
る
著
者
の
該
博

な
る
知
識
を
傾
倒
し
た
る
言
詮
は
快
刀
亂
痲
よ
く
人
生
の
新
鑑
活
を
開

拓
し
て
人
心
の
蹄
趨

す
る
所
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
費
に
本
書
は
精
神
文

明
の
蕩
礎
を
決
定
す
る
も
の
で
、
同
時
に
讃
者
の
思
索
坐
活
な
よ
り
深

く
根
本
的
に
善
導
す

る
羅
好
の
著
害
で
あ
る
。

東
京
蔕
固
大
恥
謙
郎
文
墨

士

大
島

正
徳
著

齪
纏
橘
4

雌

版五忽

鬢緊
今
や
吾
が
思
想
界
は

一
大
危
機
に
際
せ
り
,
上
下
三
千
年
に
亘
り
て

連
綿
と
し
て
變
ら
ざ
り
し
吾
ガ
國
民
思
想
は
歐
洲
戰
後
の
外
來
思
想
に

影
響
せ
ら
れ
て
今
や
全
く
混
亂
の
状
態
に
あ
り
,
此
時
に
於
て
常
に
な

す

べ
き

は

汎
口
が

醐
曹
氏
思
湘
脚
と
外

水
ρ
思
潤
心
と
の

調

和

に
あ

り
新

川
心
湘
心
と
蛋

思
想
と
の
融
合
に
あ
り
。
此
の
甫
思
想
を
融
和
す
る
に
は
先
づ
國
民
思

想
を
筒
明
し
,
國
民
思
想
と
外
來
思
想
と
の
長
短
利
不
利
を
考
篆
し
批

刳
し
て
新
戴
徳
を
樹
立
せ
ざ
る
可
ら
す
,
新
思
想
の
批
剿
と
新
道
徳
の

樹
立
是
れ
實
に
刻
下
の
急
務
に
し
て
識
者
の
思
ひ
を
潜
む
る
所
著
者
亦

茲
に
見
る
所
あ
り
て
本
書
を
公
に
す
。
内
溶
は
第

一
自
由
解
放
瓧
曾
連

姫
,
第
二
國
家
人
格
論
、
第
三
現
代
と
道
徳
的
改
造
,
第
四
自
發
敬
育

と
自
發
嘱氾
徳
の
四
項
目
よ
り
成
り
更
に
二
十
二
の
細
目
に
分
る
著
者
大

島
文
學
士
が
斯
界
の
重
鎭
た
る
事
は
世
既
に
定
輝
あ
⑪
。
本
書
が
新
時

代
の
無
二
の
経
典
た
る
事
言
を
侠
六
す
。
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刊新最
東
京
帚
國
大
學
講
師

大
島
正
徳
先
生
著

定
偵
金
貳
圓
五
拾
錢錢

現
代

は
立
憲
自

治
の
制
度

の
下

に
生
き

る
時
代
で
あ

る
。

而

し
て
自
治
公
民

の
精
祕
的
自
覺

に
對
す

る

要
望

は
今
日
よ
り
大
な

る
も

の
は
な

い
・

近
頃
頓

に
公
民
教
育

の
必
要

が
唱
説

せ
ら
れ
自
治
訓
練

の
急

務
が
叫
ば
れ
立
憲
思
想

に
關

す
る
祚
會
教
化

が
努

め
ら
れ
る

に
至

っ
た
の
は
喜

ぶ

べ
き
現
象

で
あ
る
。

而

も
現
時
の
寳
情

よ
り
す
る
と
更

に

一
層

深
き
根
柢
よ
り
之
を
叢
礎

づ
け
更

に
徹
底
的

に
之

を
國
民
意

識

の
内
部

に
植
付

け
る

に
あ

ら
ざ

れ
ば
個
人
並

に
自
治
團

體
乃

至
國
民

の
獨
立
的
人
格
と
し
て
の
生
長

讙
犠
饕
黷
黔
齢
鸚
誰
踏
詮
楓
黏
罅
題
駒鬼
輾
羅
嬲
嬲
胴

て
我
が
學
界

に
重
き
を
な
せ
る
大
家
そ
の
雫
常
の
學
者
的
思
索
を
基
礎
と
し
最
近
東
京
市
敦
育
局
長
と

し
て
實
質
的
方
面
の
體
驗
を
以
て
先

つ
自
治
の
本
義
を
設

い
て
自
修
自
律
自
考

に
及
び
公
民

の
意
義
を

論
じ
て
計
會
我
の
爨

を
究
め
更

に
人
生
哲
學

の
奥
義

に
立

つ
て
現
代
瓧
曾
の
世
相
を
解
剖
痛
論
し
て

そ
の
缺
陷
を
指

摘
す
る
と
共

に
そ
の
進
路
を
示
明
し
憂
國
慨
世

の
熱
誠

は
紙
幅

に
溢

れ
世
人
の
猛
省

を

促

す
こ
と
極

め
て
切
な

る
も
の
が
あ

る
。

而

も
透
徹
せ
る
理
論
を
設
く

に
專

ら
卒

明
を
旨
と
し
何
人
と

雖

も

一
諦
直

に
そ
の
要
領

を
會
得
せ
し

め
る

こ
と

に
意
を
用

い
た
實

に
本
書

は
臼
治
立
憲
制
の
下

に
普

選

の
現
代

に
國
民
指
導

の
最
大
幹
線
を
描

出
し
た
る
も
の
萬
人
必
讀

の
自
治
公
民
讃
本

で
あ

る
。

所 行 發驪　鞴
.

至堂 文
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版三忽

國
史
研
究
叢
書
第

一
編

東
京
帝
國
大
學
助
教
授

文
學
博
士

丞
-泉

澄
「先
生
著
冖

定

價
金

四
圓

五

拾
錢

遲

料

金

拾

八

錢

本
書

は
從

來

殆

ど

閑

却

せ

ら

れ

た

る
中

世

に
於

け

る
精

帥

生

活

を

主

題

と
L
.

之

を

樅

横

に
解
剖

し
論

議
し
.

前

人

未

踏

の

境

地

を

附

拓

し
、

薪

た

な

る
組

畿

を

與

へ
ん

と

試

み

た

も

の
で

あ

る
。

一
先

づ

上

代

に
於

け

る

轂

育

を

檢

討

し

て
其

本

質

を
究

め
、

之

が
中

世

に

入

つ

て
如
何

に
變

暹

し

た

る
か

を

見
.

以

て
上

代

よ

り
受

け

た

る
精
祚

的

逾

産

を

明
か

に
す

る

と

共

に
,

王

朝

の
襄

微

に

よ

つ

て
萠

し

た

上

代

憧

爆

の

心

境

が
、

如

何

に
彊
烈

に
各

方

面

に
現

れ

て

ゐ

る

か
を

見

た
。

一
中

世

に
於

け

る

上

代
憧

憬

の
念

は

や

が

て
古

典

の

研

究

を

誘

起

し

た
o

よ

つ

て
著

者

は
具

に
そ

の
事
清

を

明

か

に

す

る

と

共

に
、

古

典

の

研
究

態

度

よ

り

引

い

て
、

強

烈

な

る
宀示
戦

意

識

の
問

題

を

誘

導

し
、

邃

に

上
代

り
交

學

的

價

値

は
.

中

世

に
於

い

て
全

く

宗

教

的
債

値

に
置

き

換

へ
ら

れ

る
に

至

つ
た

事
情

を

明

か

に
す

る

と
共

に
.

此

の
宗

教

的

意

識

は

主

と

し

て
寺

院

の
活

動

に
依

つ
て
醴

成

せ
ら

れ

た

事
情

を

明

か

に

し

た
。

一
中

世

に
於

け

る
教

育

の
瀬

泉

た

る
寺

院

の

活
動

を

論

き
,

共

の
時

代
租

と

の
關

係

を

探

つ

て
寺

院

敦
青

の
本

慨

を

見

る

と
共

に
.

從

來

唯

へ
の

教
育

槻

關

と
考

へ
ら

れ

て
ゐ

た

金

澤

文

瞳
.

足

利
組
7
校

を

解
剖

し

て
、

共

の
謬
見

を
打

破

し
.

兩

者

と

も
殆

ん

ど

敏

育

に
黝

係

の
な

い

こ
と

を

明

快

に
指
摘

し

た
。

一
中

世

生

活

の

一
大

主

流

を

な

す
憂

欝

の

本
質

を

解

剖

し

て

深

刻

な

る
時

代

形

相

を
詳

細

に
.

詭

述

す

る

と

共

に
.

之

が

上

代

末

期

の
顴

廢

と
、

翼

に
陰

陽

范
,

宿

畷

道

並

に
佛

歡

患

葱

に
因

由

す
る

事
情

を

闡

明

し

た
9

一
更

に
中

世

に
於

て
蟄

頭

し

た
薪

勢

力

海

る
武

士

的

精

祕

の

特

性

を

論

じ
、

其

の
思

想

的

根

柢

が
岬

宗

に

よ

っ

て

與

へ
ら

れ

た

こ

と

を

饒

き
,

や

が

て
宋

畢

が

之

に
代

つ
た
所

以
を

明

か

に
し

た
。

著
者

は
國

史

學

界

に
重

き

を

な

せ

る
新

進

の
大

家
、

北
ハ
の
透
徹

し

た

歴

史

親

と
最

も
薪

し

い
研
究

法

と

を

具

眼

化

し

て
錯

雜

極

り

な
き

中

世

精
祕

飽

謡

の
種

々
相

を
捉

へ
、

よ

く

其

の
闇

黒

を

照

破

し
.

逾

憾

な

く

共

の

全

西
容

を

展

開

し

て

ゐ

る
。

萱

し

本
雷

に
依

っ
て

歴

史

家

は
共

の
研

究

の
新

生

面

を

發

見

し
、

思

想

家

は
中

世

に
於

け

る
文

化

的

債

値

を

見

出

す

で

あ

ら

う
o
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」
三版

國
史
研
究
叢
書
第

二
編

東
京
帝
國
大
學
助
敏
授

文
學
博
士

亭
{汞
澄
先
生
著

定
債

金
參

圓

五
拾

錢

遞

料

金

拾

四

錢

我
ガ
國
中
世
期
は
從
來
專
ら
武
家
砕
代
と
し
て
取
扱
は
れ
,
そ
の
瓧
會
生
活
に
極
め
て
密
接
な
る
開
係
を
有
し
.
而
も
極
め
て
重
要
な

る
地
獄
を
占
有
す
る
禪
肚
並
に
寺
院
に
就
て
の
研
究
は
殆
ど
閑
却
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
本
書
は
中
世
史
に
於
け
る
こ
の
大
缺
陥
を
補
は
ん

が
爲
.に
專
ら
當
畦
の
肚
寺
と
肚
會
生
活
と
の
鯛
係
を
研
究
し
た
も
の
で
、
之
に
依
つ
て
我
か
中
世
期
は
始
め
て
そ
の
竝
實
紺
を
閻
明
す

る
こ
と
が
出
來
匙
。

幽

ア
ジ
ー
ル
(寺
入
り
)
を
.甲
心
と
し
て
耽
會
に
於
け
る
寺
院
の
地
位
を
論
究
し
旗
。
先
づ
西
歐
諸
國
の
ア
ジ
ー
ル
の
歴
輿
を
述
べ

我
が
國
上
代
に
於
て
殆
ど
見
な
か
つ
た
ア
ジ
ー
ル
か
中
世
に
入
つ
て
瀬
く
諸
寺
の
聞
に
發
達
し
邃
に
は
如
何
な
る
重
雛
犯
人
と

雖
も

一
度
寺
門
を
入
れ
ば
恕
ち
迢
跡
を
免
れ
、
寺
院
は
殆
ど
溶
外
法
權
を
有
し
公
家
武
家
と
鼎
立
す
る
に
至
つ
た
欺
勢
を
設
蓮

し
牝
9

一

經
濟
生
活
を
中
心
と
し
τ
肚
寺
と
肚
曾
と
の
關
係
を
究
明
し
九
。
即
ち
市
町
村
の
發
邃

,
商
業
,
金
融
等
の
歌
態
を
述
べ
頼
母

子
,
無
澁
、
爲
替
尋
の
發
逹
か
肚
寺
に
員
ふ
所
多
き
を
詮
き
關
所
御
師
等
に
就
て
勅
寺
と
交
通
と
の
關
係
に
及
び
、
更
に
西
洋

の
ギ

ル
ド
に
比
す
べ
き
座
の
問
題
を
論
連
し
た
。

一

精

仰
生
活
の
方
蟶
に
於
て
教
育
を
主
と
し
杜
會
と
の
關
係
を
明
か
に
し
九
。
即
ち
幾
多
の
新
發
見
に
よ
り
中
世
の
往
來
物
約
三

十
種
を
と
つ
て
之
を
縱
横
に
解
剖
し
、
子
弟
は
恋
く
寺
院
に
學
ぴ
歓
科
書
は
多
く
儉
偲
の
手
に
成
つ
て
肚
寺
か
敬
育
の
中
心
を

な
し
た
事
情
を
論
じ
弛
u

一

か
や
う
.」
犯
し
難
き
特
權
を
有
し
吐
會
生
活
の
中
心
を
な
し
た
肚
寺
か
中
世
の
終
近
世
の
始
に
於
て
俄
然
勢
力
を
失
墜
す
る
に

至
つ
九
牀
勢
を
設
き
内
外
に
そ
の
原
閃
を
覓
め
て
世
蓮
の
樵
移
を
明
瞭
に
し
九
。

嵜
者
の
前
著

『
中
世
に
於
け
る
精
神
生
活
』
は

一
度
出
で
て
學
罫
に
異
常
な
る
セ
ン
セ
ー
シ
ヨ
ン
を
惹
起
し
川心想
界
讀
瞥
界
に
大
な
る

波
紋
を
描
い
た
。
少
壯
氣
鏡
な
る
著
者
は
學
界
庄
目
の
蕪
點
に
立
つ
て
今
夂
木
樽
を
な
す
。
實
に
本
警
は
著
者
か
大
墨
院

に
於
け
る
研

究
の
結
果
を
要
約
し
弛
も
の
で
審
査
の
結
果
雛
位
を
授
け
ら

れ
た
も
の
、
著
涯
の
中
世
史
研
究
の
第

一
歩
で
あ
つ
て
,
未
だ
曾
て
知
ら

れ
な
か
つ
九
幾
多
の
重
要
な
る
史
實
を
攝
使
し
て
前
人
禾
到
の
境
地
に
參
入
し
國
史
に

一
新
崖
面
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
實
に
本
書

は
少
壯
敢
錫

な
る
署
者
の
生
新
な
る
史
眼
と
正
確
着
賢

に
し
て
而
も
n
由
奔
放
な
る
態
度
を
以
て
霄
か
れ
惚
る
も
の
。
こ
れ
從
來
の
史

霄
に
絶
え
て
見
ざ
る
所
で
あ
る
。
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東
京
帝
國
大
學
助
敢
授

文
學
博
士

ホ†
泉

澄
先

生

著

鼬

定
價

金

參

圓

四
拾

錢

迭

料

金

拾

四

錢

本

書

は
著

者

の

過

去

十

年

間

に

於
け

る
國

史

の
研

究

論

文

十

三

篇

を

收

録

し

距

る
も

の
.

凡

て
是

れ
齣
人

未

發

の
新

詮

で

例

れ

も

屡

界

を
驚

倒

せ

し

め

た

も

の
で

あ

る
。

本
書

の

卷

頭

卷

尾

を

飾

る
【我

か
歴

史

観
一並

に
「歴

臾

に

於

け

る
實

と

眞
芝

は
著

者

の
火

墨

に
關

す

る
高

邁

な

る

見

識

を

語

る
者

で
,

歴

史

研

究

に

一
新

旗

織

を

翻

し

て
史

學

の

正

し

き

歸

趨

を

明

か

に
し

た

る
も

の

著
者

の

面

目

躍

如

た

る
者

が

あ

る
。

更

に
其

史
實

の

研

究

に

至

つ
て

は
透

徹

せ

る
歴

史

齪

と
犀

利

な

る
眼

光

と

は

紙

背

に
徹

せ

す

ん
ば

止

ま
な

か

つ
池
。

其

の

日
光

東

照

宮

の
奕

實

を

謹

い
て

は
寛

永

の
大

遣

畳

の

事

憐

を
仔

細

に

究

明

し

て
蕾

設

を

悉

く

論

破

し

前

後

十

三

年

の
長

年

月
を

費

し
た

り

と

い

ふ
逋

詮

を

覆

し

て

僅

々
十

七

ク

月

に
し

て

成

れ

る

の
眞

耜

を

喝

破

し

牝

る
が

如

き
,

徳
川

家

康

の

遶

金

を

研

究

し

て
は

希

覯

の
史

料

を
尾

州

家

並

に
久

能

山

に

得

て
複

雜

極

り
な

き

史

實

を

明

快

に

組

織

だ

て
終

済

的

方

面

よ

り
家

康

秀

忠

家

光

の

性

楕

の
特

質

を

鮮

か

に
描

出

し

た

る

か

如

き
.

叉

史

上

に

煙

滅

せ

る

五

辻

宮

を
研

究

し

て

は

守

良

親

正

の

御

事

蹟

を
隱

れ

九

る

断

簡

零

墨

の

圃

に
辿

り

建
武

中

興

前
後

に

於

け

一〇
小

詮

よ

り

も

奇

な

る
波

澗

重

坐

の
御

生

涯

を

傳

し

て
殆

ど

奇

蹟

的

に
戊

功

し

た

る

か

如

き

全

く
國

坐

界

獨

歩

の

観

か

あ

る
。

そ

し

て

此

線

三

篇

は
著

者

が

郵

位

を

得

た

る
參

考

踰

文

で

あ

る
。

其

の
他

源

頼

朝

か

朝

廷

の

年

號

を

珊

ひ

ざ

り
し

事

情

を

岡

明

し

九

る

か

如

き
,

経

済
史

上

最

も

複

雜

に
し

て

研

究

に

困

難

な

る
「座
あ

聞

題

を
提

げ

て
諸

家

と

論

陣

を

張

り

た

る

が

如

き
.

叉

龜

山

上
皇

殉

國

の
御

所

願

に

關

し
國

坐

界

に
議

論

沸

騰

し

た

る
際

に
嶄

新

な

る

心
理

的

研

究

に
依

り

ょ

く
其

の
眞

相

を

明

か

に
し

た

る
か

如

き

守

護

地

頭

に

就

て
諸

家

の

議

鶴

紛

糾

し

弛

る
際

に

其

等

の

學

詮

の

振

本

的

誤

謬

を

指

摘

し

て
別

に

透

徹

せ

る
新

見

解

を
措

し
た

る

が

如

き
,

本

書

に
收

む

る
諸

論

文

は

何

れ

も
國

史

界

の

第

一
線

に
立

つ

も

の

で

あ

る
。

全

卷

是

れ

金

玉

の

文
字

苟

も

歴

史

に

志

す
者

の

必
讀

の

好

著

で

あ

る
。

重

.
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東
京
帚
國
大
學
文
學
部
講
師

最新

山

中

謙

先

生
著蠹

體
裁

定

價

金

逾

料

金

拾

四

錢

一
偲
史
墨
究
極
の
日
的
は
個
々
の
史
實
を
斫
究
し
て
其
眞
相
々
究
め
る
と
い
ふ
よ
り
も
、更
に
進
ん
で
そ
の
憫
々
の
史
實
が
人
類
生
活
に
如
何

な
る
意
義
を
有
し
,そ
れ
ガ
如
何
に
發
笈
し
て
現
代
亜
活
を
馴
致
し
た
か
を
明
か
に
す
る
所
に
存
す
る
。
本
書
は
贇
に
我
か
史
羅
界
に
重
き
を

な
す
著
者
が
、

こ
の
史
箪
本
來
の
立
揚
に
立
つ
て
岡
洋
史
を
概
観
し

一
系
の
下
に
組
織
立
て
九
新
し
い
試
み
で
、其
の
透
徹
せ
る
歴
史
戳
と
豊

冨
な
る
思
想
的
素
養
と
最
も
新
し
い
研
究
法
と
に
よ
つ
て
よ
く
其
眞
翔
を
究
め
て
ゐ
る
〇

一
本
書
は
西
洋
臾
の
知
識
に
正
し
い
系
軌
を
與

へ
人
蠶
生
活
に
意
義
あ
・り
し
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
距
。
即
ち
古
代
美
術
.文
藝
復
興
,
産
業

革
命
,
世
界
大
戦
.
古
代
希
腫
の
諸
聖
,
シ
ー
ザ
i
,
那
翁
,
沙
翁
、
マ
ル
ク
ス
其
他
凡
て
の
史
實
を
捉

へ
て
史
上
に
如
何
な
る
意
義
を
有

し
如
何
な
る
役
割
を
果
し
叉
將
來
に
姉
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
詭
い
て
之
を
嚴
正
に
批
判
し
九
。
而
し
て
著
者
の
犀
利
な
る
史
眼
は
此

等
史
實
の
理
に
潜
む
思
想
生
漬
の
虞
相
を
捉

へ
其
變
邏
推
移
の
觝
を
大
観
し
人
頚
生
活
盆
展
の
實
粗
を
描
出
し
九
。

一
更
に
過
去
の
史
實
に
よ
つ
て
現
代
の
山
つ
τ
來
つ
牝
趣
を
明
確
に
し
牝
。
即
ち
古
代
に
就
て
は
文
化
の
變
蓬
推
移
の
跡
を
辿
り
、近
世
に
就

て
は
政
治
肚
會
の
方
面
に
重
き
を
置
き
、
か
く
て
現
代
文
瑚
發

逆
の
縄
路
を
明
か
に
し
、以
て
將
來
の
向

ふ
べ
き
所
に
資
せ
ん
と
し
九
。

誠
に
本
書
は
人
顛
経
驗
の
總
記
録
で
あ
り
,卓
越
せ
る
文
化
史
で
あ
つ
て
特
に
現
代
生
活
に
密
接
な
る
交
渉
を
有
す
る
點
に
於
て
禹
人
必
漬
の

良
著
で
あ
る
。
實
に
本
書

に
よ
つ
て
歴
史
家
は
其
研
究
の
新
生
面
を
避
見
し
、
一
般
讃
書
象
は
盡
き
ざ
る
興
味
を
覺
え
な
か
ら
現
代
世
界
の
大

勢
を
知
る
と
央

に
境
代
肚
竹
生
活
に
針
す
る
正
し
い
理
解
を
得
る
こ
と
か
揖
來
る
o
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東
京
帝
団
大
挙
嗣
文
學
研
究
室
縞
輯

國

文
學
研

究
叢
魯
第

一
篇

東
京
帝
國
大
學
助
敦
授

交
學
士

久
松
潜

一
先
生

箸

版七忽

萬
葉
集
の
新
研
究

疋
側
企
參
國
覧
拾
錏

送
料

金
拾

四

餞

從
來

の
萬

葉

碑
究

替

の
多

く

ほ
殆

ど
そ

の
註
釋

聾

に
と

ど

ま

つ
て

ゐ

る
o

本

瞽

は

こ
の
黙

に
あ
き

為
ら
ず

し

て
、
萬

葉
集

に
遙

詣

深

い
蒼

者

が
、

從

來

の
成

設

に
捉

は
れ

ず
、
全
く

ー1

肉

の
高

毘

に
立

つ
τ
深

く
そ

の

内
繰

奉
質

に
立

ち

入

り
、

そ

の
農
V
察

に
何
鯵

の
拘

束

を

も
取
心ず

る

こ
と
な

・丶
、

血
W・b
批

許
的

魍

鷹

を

と

つ

て
概
本

的

に
研
究

し

た
多

年

の
震

架
を

「
系

の

下

に
纏

め

た
も

の
で

あ

る
o

7一

全

鰻
と
し
て
人
と
作
品

の
問
を
澁

れ
る
抒
情
的
縫
稗
を
見
よ
う

と
し
た

こ
と

入
磨
、
赤

人
、
憶
夏
、
籏

人
、
家
持
、
蝨
麿
蝶

の
萬
興
集

の
主
な
る
耿

人

や
ま

た
女
歌

人

や
、
民
衆

歌
八
を
對
象
と
し
て
、
風
漿
染
の
詩
形
、

跡
人

の
思
慰
、
古

代
の
傳
詑
、
上
代
生
活
尊

の
主
な
る
問

題
を
考
祭

す

る
蕀

皮
を
と

つ
た

こ
と
。

萬
葉
集

の
謄
史
的
意
義
を
見

る
た
め

に
、
記

杷
の
歌
を
概
觀
し
て
萬
粟

集
を
魔
出
ナ
る
過

梶
を
眺
め
、
萬
葉
汲

の
歌
人
を
髭

い
て
萬
輩
纂

の
捷

れ
を
見

よ
う
と
し
た
こ
と
o

萬

薬
集

の
虞
立
ウ
髭
き
、
そ
の
研
究

の
覲
靆
を
も
驍
め
て
、
集
礎
的
研

究

に
も

ふ
れ
て
ゐ
る
こ
と
o

本
層
は
と
れ
鯵

の
新
見
触
に
立

つ
前

代
未
甘
の
考
設
で
あ
る
o
貧

に
本
8
門
に
よ

つ
て
萬
桑
集

の
研
究
は
確

か
に

一
新
生
面
を
嗣
拓

し
た
も
の
で
あ
ゐ
o
萬
薬
研

究
泝

上
代
丈
那

に
興
味
を
(71
す

る
人

に
は

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
曲句
く
も

こ
の
國

民
的
歌
集

の
眞
梱
を
知
ら
ん
と
す
己
人

々
の
爲

に
無

二
の
、伴
侶
で
あ
る
o

東
京
帝
國
大
學
貝
文
那
研
究
室
捌
瞬

國
文
學
研
究
叢
書
第

二
篇

第
六
商
尊
墨
綻
歌
畏

女
學
士

麻
生
磯
次
先
生
著

版五忽

齪
生
活
と
國
文
學

揖

垂

爨

拾
鈍

皿

悲

料

金
拾

四
銭

に ら民學 馨 のこ し慶た従
興ん衆の者 一 一 一 一 一交のてieO聚
腺 と生 巾は を階 の殊武跳武 こ浮 し益渉生止襲檸 の
をす活心新 見數興 な士め=ヒ#tin:丈體 を々むのぶ特
有 るの藁邁 よ的味委 とそ及が草學 と渠 とに手 べ幟
す人全調篤 う意 あを紊 のび世概的 しくし止 よ く階
るに野 を雛 と識 る認町特町相淨現 て内た裏 りし級

人は をなの しを第め人質人 と瑠象文衝寅れ臆ての
々無展 す士た労柄飛'を 生の璃 の學本 喰ねす久丈
に二鷺程 、 劇.こ理遊,;活 交凋 寺を質活民 るL準
はの し4そ し就 、女～'浄 、質'1=にの衆や くば

多俘て粗 の ててRと た遊 を酒 を活立姿 の俄仲 徳
大侶ゐを多 師灘 情地,巨 見路 見り入憑雌然 び丿ll
ので る…足1拝 代 べ 、女 生 よ本 よ譏ワ とは と得 聞
暗あOへ の 精 た檸 、 活 う 、う唖て 、雫 しなに
示 り據 て研Mp、 行 、と滑 とと如そが てか入
を 、川前究 の 通脚 偉 し稽 しし實オして 自つつ

含更時人に 轉 、w諾 た本 たてにの徳 らきて
んに代未 よ 性 わ と 生ca考 見切川 の鬱 貸
で現の蹐つ を び迸 活 を へん買期生釖 く
ゐ代文 のて 解 、m、 展 阿 とにの渚た一
るの學境複 削 さ臨 譖 闘 時 し婁定 のる般
O生 、地懺 し びの 誰 の にた現型尠奐堤

活世 を多 生 、封 生 霎 重 もせ そ立衆衆
'相陣棣 活 機立 活 のiSの らd:Lの の

asの 拓な 展 矧に 尊 下 のでn手

來特 しる 開 、時 の に 饑あ ただい慨巾
の段 、徳 の 議 代 闘 噂 凅 る文本 たはに
丈 をよ川 理 刺の 相 へ をO學 瞥か 、渡
奮 瓷麟く文 法 咤斈特 を 、 逗iと13く 一つ

次 目 容 内一
蝉
嚶
鑾
蠹
髏
靆
翻蠡
楓環欒
纛
翻

鑼
藤
雛
轢
靆
覊
鑼
鰭

得

の
機
線
六
、
諧
謝
生
哲

第
六
童
生
活
の
績
廢

一
、
尊
活
類
腹

の
山

凍

一一、
頚
哢
、的
構

調

三
、
麥
拶
と
淫

灰

四
、
生
活
の
億
安
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欄
百

本
詩
歌
の
體
系
鞭
鑓
.語

和
歌
、
俳
句
、
俗
噛
、
民
謠
な
ど
の
日
本
詩
歌

は
國
文
學
史

上
の
花
で
あ
る
。

そ
し
て

こ
れ
等
61
そ

の
量
に
於

て
各
時

代
を
通
じ
趣

め
て
靈
婆
た
地
位
を
占
め
.

て
ゐ
る
o
實
際
國
丈
學

の
研
究
は
モ
の
大
孚
を

こ
れ
等
詩
歌

の
研
究
に
侠

つ
.へ

き
も

の
で
あ
ら
ラ
o
し
か
も
從
楽

の
研
究

は
取
な
る
そ

の
部
分
的
研
究

の
外

に

田
で
ず
表
面
皮
柑
の
研
究

に
止

つ
て
ゐ
る
o
本
謦

は
こ
の
鮎

に
廉

ら
ず

し
て
署

者
.が
多
年

の
窺
蓄
を
傾
倒
し
H
本
詩
歌

の
全
野
に
瓦
り
極

め
て
複

建
多
緩

な
内

面
本
質

に
立
入

つ
て
こ
れ
を
組
韈
立

て
體
系

つ
け
た
も
の
で
あ

る
o

「
和
歌
、
蓮
俳

よ
り
唱
歌
、
俗
曲
、
民
謁
聹

に
墮

る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
種
類

の

詩
激
を
對
諌
と
し
、
既
総
、
祭
丈
、
鉢
叩
、
黷
奨
激
、
歌
劇
な
ど
を
も

一

々
縞

継
し
た
。

一.日
本
辭
歌

の
歴
史
的
開
展
を
跡
づ
け
た
も
の
で
信
あ
る
が
、
凩
な

る
衷
面

に
表

は
れ
た
泌
…史
的
纂
實
よ
り
も
寧
ろ
モ

の
根
柢
に
檻
は
る
存
在
環
由
を

粛
ん
じ
な
が
ら
そ

の
陵
展
を
系
統
的

に
肢
越
し

た
O
即
ち
H
本
詩
嗷
が
如

何

に
し

て
發

生
し
分
化

し
た
か
、
又
そ
れ

が
如

何
に
し
て
黄
逵
興
隆

し
何

か
故

に
衰
減
萎
即
し
た
か
、
更

に
將
來
如

何
に
壼
展

し
ゆ
(
べ
き
か
尊

の

問
題
を
解
決

し
よ
う
と
し
た
o

こ
れ

に
よ
つ
て
日
本
蒔
歌

の
受
生
、
璽
逹
、.

變
邏
、
衰
滅

の
根
本
理
由
を
聞
¶明
し

た
o

「
詩
歌

そ
の
も
の
に
對
す
る
正
し

い
理
解
を
有

し
確

箕
な
根
撮

の
上
に
立
ち

..科
學
的
方
法
に
よ
つ
て
整
理
レ
た
。

ノ

日
本

詩
厭
は
嗣

民
と
典
に
存
し
印
.民
と
典

に
菜

え
る
も
の
で
あ

る
O
本
睿

は
そ

の
旛
史
的

根
據

の
上

に
立

つ
て
日
本
詩
歌

の
新
生
面
を
開
展
ナ

る
と
共

に
更
に

新
し

い
閃
題
を
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
o
鬥
本
罅
歌

の
研
究
者

は
勿
詮

冖
段
鬮

文
矗
丁愛
奸
者

に
甜祀
.好
の
署
書
で
あ

る
ば
か
り
で

な
く
呻句
く
も
廣
く
詩
歌

に
田
心
ひ

を
寄

せ
興
味
を
有
す

る
人

々
に
は
多
大

の
暗

示
を
齋
す
も
の
で
あ
る
。

東
豪
軍
國
大
畢
國
文
學
碍
究
室
編
韓

國
文
學
研
究
叢
書
第
四
稱

版

源
氏
黝
の
新
研
究

鞭

鰺醪
拾鯉

源
氏
脚
語
出
で

上
九
百
鹸
年
、
蕾

に
田
夊
學
上

の

一
異
彩
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
全
世
界

に
於
け

る
最
古

り
小
詮

の

「
と
し
て
、
し
か
も
あ

の
時
代
に
人
情
展

閉

の
邏
程
を
霧

し
た
鶉
語

と
し
て
、
そ

の
組
繊

に
於
て
そ
の
敍

遞
に
於
て
か
く

ま
で

に
完
億
し
た
も

の
を
見
た

の
は
、
正
に
世
界
丈
壇

の

一
大
聴
輿
で
あ
る
。

吾

々
は
履
先
の
中
に
か
Σ
る
偉
大
な
交
學
を
有
す
る
こ
と
を
誇
と
し
又
心
彊
く

思

ふ
も

の
で
あ
る
o
か
く
し
て
源
氏
胸
腮

一
度
出
で
て
國
交
學

り
主
誌
は
全
く

そ
の
跡
を
遶

つ
て
展
開
し
た
と
も
見

り
.れ
ろ
o
さ
れ
ぽ
漁
氏
物
語
0
研
究

は
宵

く
よ
り
.行
は
れ
現
に
65

ぐ
殕
ど
大
同
小
異

の
駄
釋
警
が
續

ぐ
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る

の
で

あ

る

が
、

何

れ

も
先

人

の
蒋

訟

を
畿

承

驫
守

し

た

ゐ
も

の

の
み

に
て
、

そ

の
碎
論
考
証

に
聞
す
る
総

論
的
方
画

の
研
究

に
塾
つ
て
は
見
る
べ
き
も

の
が
甚

だ
少
な

い
。
碧
者
は
新
遜
篇
驫

の
士

ζ
」
に
見
蚤
所
あ
吻
多
年
研
究

の
轄

果
逸

に
本
啓
を
な
す

に
菫

つ
た
。
買

に
本
書
は
過
去
玉
百
年

の
源
氏
物
語
に
凹
ナ
る

鄲
諭
考
證

の
研
究
出
を
曽
駄
と
し
、
而
も
創
作
に
志
す
署
者
が
常
然

の
歸
結
と

し
て
作
家
的
見
地
よ
り
深
く
原
作
者

の
創
作
心
理
に
立
入
つ
て
研
究
評
論
し
た

も

の
で
、
過
去

り
成
設

に
捉
は
れ
ず
跫
多
新
靴
を
出
し
た
源
氏
鞠
語
研
究
史
の

、り

最
前
隷

に
立

つ
も
の
で

あ
る
O

.
广

.r

..

}

・
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東
京
帝
國
大
學
國
交
串
研
究
鼠
組
緋

國
文
摯
研
究
叢
婁
第
五
編

鹹
路
高
嬢
築
黶
歌
綾

交
學
士

片

岡
良

一
先
生

著

版三忽

井

原

西

鶴
足
債
金
塾
圓
冠
拾
姫

迭
科

拾

四

曵

今
菅
し
元
喙
時
代
を
知
ら
う
と
思

ふ
た
ら
ば
先
づ
四
喬

の
描

い
た
所
を
見

る
が

よ

い
o
實

に
四
鶴
は
元
疎
哮
代

の
先
瓶

に
立
つ
て
、

こ
れ
を
最
も
明
自

に
最

も

大
腮

に
、
最

も
具
俊
的

に
最

も
鉈
く
描

い
て
ゐ
る
り
で
、
此
の
時
代
の
生
活

の

實
礙
と
趣
味

の
笹
琶
と
を
遺

蟷
な
く
腐
し
て
ゐ
る
o

一
日

に
二
瓦
三
千
五
百
句

の
放

れ
藁

に
世
人
を
繋
「倒
せ
し
め
た

の
も
閃
鶴
で

あ
る
〇

一
代

の
文
人
と
俗
流

者

と

よ
司

尊

し
く

黷
仰

の
甘
葉

を
博

し

た

の
も

四

鶴
で

あ

る
O

こ

」
に
四

鶴

の

6■
か
り
知
ら
れ
ぬ
偉
大
さ
と
複
農
甼さ
と
が
あ

る
O
本
欝
は
貿
秘

の
此
の
偉
大
さ

と
複
轄
さ
と

の
全
面
睿
を
見
垈

さ
う
と
企

て
た
O

却
ち
人
、俳
讒
、
浮
世
草
子
、

淨
璃

理
な
ど
を
始
め
其

の
他

一
切

の
像
銭

を
逎
じ
て
四
掲

の
稟
質

の
あ
ら
砂

る

断

面
に
觸

れ
よ
う
と
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
四
勧

の
本
恆
を
見
究
め
よ
う
と
す

る
に
は
、
内
か
ら
其

の
心
獎

の
抽
移

ρ
創
作

心
理
に
深

い
探
リ
を
入
れ
る
と
共

に
、
外

か
ら
元
繰

の
時
代
思
溺
と
醇
代
生
活
と
に
觸
れ
る
必
取
ハが
あ
る
o
そ

こ

で
醇
代
的
環
堕
を

剛
瞭

に
ナ

る
ζ
と
に
よ
つ
て
、
四
鶴

の
創
を
騨
叨

に
浮
ぴ
上

ら
せ
よ
う
と
試
み
た
o
か
く

て
著
者

の
皐
利
な

6
觀
崇
と
拶
年

の
研
究
と

の
紬

乗
は
、
本
馨

に
於

て
明
か
に
四
魯

の
会
而
を
蘇
彑
せ

》
め
た
級
が
あ
る
o

東
京
帝
園
大
串
圃
交
乗
碍
究
室
網
輯

国醐
†
へ學
研

究
叢
番

第

亠ハ
慌樋

渠
瀞
大
恥
歓
授

交
學
士

湯

池
孝
先
生
著

刊新

樋

ロ

一
葉

論

定
價
金
多
鬩
五
拾
槻

選
料

金
拾

四
鑓

琵
來

の
瓶

芯
小
鼬
に
謙
ら
す
し
て
新

F
心
理
摘
寫

屯
魏
描
窟

の
旛
幟
な
搬

し

て
俺
侮
連

坩
盛

名
を

一
時

に
慾

匚
し
六
の
は
樋

口

一
葉
で
あ

ろ
。

「
莱

の
文

壇
に
於
け

る
活
動
は
明
治

二
十
五
年
よ
り
其

二
+
五
歳

F
し
.・
.病
淡
す
る
ま

で

愾
に
四
年
。
其
悶
作

ろ
處

二
十
歓
篇
o
本
書

は
此
鯵

不
朽

の
名
作

々
通
し

て

「
葉

り
全
両
容
奄
知
ら
ん

ご
す
る
の
で
あ
る
〇

一
路

納
的
憩
度

に
よ
つ
て
各
方
両
か
ら
の
探
求

い
煤
合
し

「
業
文
學
の
絵

廓

ピ
内
容
竃
な
新

匚
規
縫
立
て
ろ
こ
ミ
に
論
駈

の
主
意
な
置

ゼ
糞
。

一
「
葉
丈
學
の
背
景
↑
電
し
た
時
冊
の
糧
勢
特

に
官
賞

り
風
潮
孟
に
共
夫

期

へ
の
推
拶
に
留
憲

し
明

治
丈
學

の
中
構
建

一
棄

の
迯
度
期
的
文
季

ぜ」

の
交
渉
を
明
か

に
し
ホ
う

ξ
し
お
o

一
努

め
て
創
作

の
心
理

に
立
入

り
其
賓
生
活

か
ら
作
晶

へ
の
過
程
濾
息
を

明
か
F
し
よ
う
ご
し

索
O

輔

「
葉
文
箪

の
史
的
價
伍
争
闡
明
す

る
ピ
共

に
其
文
學

的
頂
紅
々
探
ゆ
喋

の
文
學
お

る
こ
ξ
を
彊
調

し
れ
o

明
泊
丈
境
に
天

才

一
秦

な
珥

し
れ
こ
ξ
は
吾
尊
の
誇
で
あ

ゐ
o
両
も

冖
莱
に

就
て
見
ろ
ぺ
き
研

死
の
な

い
の
は
吾
等

の
大
な
る
恥
辱
で
あ
る
o
著
宥
は
新

交
學
に
就
て
遖
脂

深

ゼ
篤
學

の
士
、
殊
に

「
葉
な
研
究
す
る
こ
霊
多
年
o
本

魯

ぽ
賞

に
署
者
が
菅
心
の
紹
果

を
庶
に
問

は
ん
ピ
で
る
も
の
で
、
富
時

の
文

墨
罪
の
雰
園
氣
並
に
水
準
を
十

分
に
考
察
し
て
博
統
的
先

入
見
な
娩
し

一
蘂

の
眞

匝
目
々
生

か
し
て

ゐ
る
o

●
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東
京
奄
區
大
學
國
文
學
研
究
室
鰹
輯

國

文

學

研

究

叢

書

第

七

編

東
京
帝
國
大
學
國
丈
學
研
究
室

夊
駆
士

池

田
龜

鑑

先

生

著

刊新最

宮
廷
女
流
日
記
文
學

偶
金
參
圓
五
拾
鐘

逾
料

金
拾
團
錏

王
朝
時
代

に
於
け

る
幾
多

の
用
秀
作
家

の
簸

に
な
つ
た
H
記
交
學

は
m悶
文
學
災
上
に

於
て
特
異

の
地
位

を
占
有
す
る
も
の
で
あ
り
同
時

に
又

欄
自

の
文
挙
世
界
を
展

開
し

て
揃

φ
て
菖

術
的
償
値

の
高

い
も

の
で
あ

る
。
而

も
此
笛

に
封
す

る
研
究
暫

豪
は
従

窮

全
(
閑
却

せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
本
魯
【ぱ
鼓

に
見
る
所

あ
り
、
此

の
内
叡
的

乃
至
哲
學
的
と
も

い
ふ
ぺ
き

一
系
列

の
交
藝

を
主
題
と
し
て
配
富
な
る
交
學

明
敏

位

を
翼
求
し
晴
朗
澄
徹
な
る
批
判
及
び
鑑
賞

を
試
み
て
、
そ

の
眞
激
義
を
閑

朋
し

た
も

の
で

あ
る
,

一
、
本
書

は
著
者
が
過
去
山
ハ
年
間
各
地
を
歴

塑
し
各
擢

の
交

雌
及

び
赭
家

に
秘
蔵

せ

ら

る

」
門
外
不
閏

の
珍
範
を
渉
機

し
蹄
械

の
異

本
を
精
寝

に
比
較
校
合
し
て
本

文

を
制
定

し
古
註

を
檢
討
し
前
人
未
言

の
新
解
を
施

」
精
細
な
る
紫
引
を
作
り

「
宮

延
女
読

口
肥
考

」
無
慮

一
瓦
八
千
枚

の
、箆
縞
を
獲
理
し
此

の
驚
く

ぺ
き
基

礎
的
作

藁

の
上

に
漸

く
完
戊
し
た
る
批
錚
的

鑑
賞
的
考
察
で
あ

る
〇

二
、

本
書
噛14
日
認
文
學
及
び
そ

の
作
者
を

知
的

に
詮
明

せ
ん
と
ナ

る
よ
り
も
攀
ろ
人

問
的

に
睦
得

せ
ん
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
從

つ
て
王
朝
女
性

の
湊

銘
的
委
慧

を
外

面
的

に
解
剖
分
析
し
た
も

〃
で

な
(

て
そ

93
冊

に
現
は
れ

た
る
久
邇

の
女
性

の
輝

か
し
き
不
朽

の
光
彩
を
直

に
凝
親
し

た
も

の
で
あ

る
。

膂
者

ー1
新
題
篤
串
の
士
敢
近
東

大
画
文
昂
科

が
生
ん
だ
秀
才
で

あ
る
9
現
時

の
圃
文

融
界

に
於

け
る
温
濁
枯
漏
せ

る
詮
索
的
論
文

に
撮

ワ
デ
し
甲
.
近
代
的
理
知
と
抒
情
袴

的
獄
…情

と
を
交
錯
し
て
鞭
り
出

し
た
葵

は
L

い
婆
術
的
野
論
で

あ
る
。
貴

に
本
書
ぱ

日
詑
丈
學

の
研
究
と
し
て
は
我
が
學
界

に
於
け
る
最
初

の
企
で

あ
11
殕
ど
唯

一
の
業

績
で
あ

つ
て
そ
の
透
徹
せ
る
刋
矇
と
明
碗
～な

る
論
究

と
清

澄
な
る
鑑
賞
と
は

全
く
他

の
企

及
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。

東
京
帝
國
大
箪
國
交
學
研
究
室
龜
斡

大

西

貞

治

先

生

著

刊新最

國
夊
學
研
究
叢
書
第
八
編

古
代
純
日
本
思
想

定
個
金
参
冏
五
拾
衄

逾

料

金
拾

四
鋭

本
書
は
古
峯
記
並

に
菎
q葉
厖
準を
中
心
と
し
多
㌧
の
他
の
文
獣

の
助
け
を

か
り
鼠
初
よ
一
,

奈
琵
朝
末

に
至

る
所
謂
情
紳
的
創

造
生
活
時
代
、
図
民
生
活

自
畳
時
代
・
田

民
生
活

激
動
時
代

に
耳
"
專

ら
古
代
日
本
人
の
縞
縛
生
橘
を
封
照

と
し

て
純
興
な
園

民
思
想

を
裄計
寵

し
た
も

の
で
あ

る
。
隔
岬
ち
古

代
文
毬
【
に
見
え

た
擁
置
πな
膕剛
民
恵
細
弾
の
本
質
.て

れ
が
外
來

の
儒
佛
患
想

に
よ
つ
て
如
何

に
影
響
せ
ら
れ
訓
隷

せ
ら
れ
た
か
、

こ
れ
が

奈
瓦
朝

に
入

つ
て
如

何
な

る
形
質
を
と
っ
た

か
、
更

に
儒
佛
思
想

が
司
民
思
想

の
上

に
如

何
な

る
痕
跡
を
獲

し
て
ゐ
る
か
、

こ
の
間

に
於
け
る
思
想
界

の
状
勢

は
ど
ん
な

で
あ

つ
た
か
。
か
う

い
ふ
問
題
を
趣

め
て
思
想
的

に
内
両
本
質
的

に
設
明
し
よ
う
と

す
る

の
が
本
乱冊
の
主

販
で

あ
る
。

一
、
古
4
眤
を
以
て
古

代
日
本

の
哲

學
と
観

匸
た
こ
と
。

一
、
萬
葉
集
を

一
般
思

想
界

の
歌
勢

か
ら
導
ら
思
想
的

に
観

じ
た
こ
と
.

一
、
古
卒
記

に
異
現

せ
ら
れ
た
嗣
民
生
活
と
菖
葉
集

に
衷

現
せ
ら
れ
た
國
民
思
翻
噂

と
が
本
質
的

に
蕨

々
味
通
ナ

る
も
の
で
あ
る
と
観
じ

た

こ
と
。

従
來

に
於

て
絶

え
て

見

な

か

つ
た

こ
れ

等

の
新

見

地

に
立

ち

そ

の
内

容

が

導
く

が
ま

」

に
深

く
内

衝

の
精

騨

生

活

の
殿
堂

に
参

入

し

著
者

自
身

の
隈

切
な

き

要
求

に
慮

じ

て
自

由

に
湿

じ

肖
幽

に
考

へ
噺

に
見

幽

し

た
眞
寅

棚

を
具

饐

的

こ
描

き
出

さ
.h
2

し

た

の
が
本

秘
で

あ
る
。

古

代

の
削躙
民
思

想

も

現
在

の
要
求

に
廱

じ

て
新

に
書

き
替

へ

ら

才

な
け

れ

ば

な

ら
な

い
筈
で

あ

る
。

か

く

L

て
馨

者

は
十

醸

年

研

讃

の
成

堪
を

以

て
世

に
阿

は
ん

と
す

る

の
で
あ

る

。
古

代
思

思
け
本

香

に
於

て
初

て
不
軆

の
價

値

暑

永

蓮

の
若

さ

と
を

得

舷

に
新

生
命

を

以

戛
杢

く
蘇

坐

し

を
ム

の
鯉

か
あ

る
。

両
も

之

に

よ
く
田
心
想
的

留

形

を

異

へ
た
所

に
著
者

の
獨
齲
門
力

の
深

さ

と

隱

れ

た
る
世
界
列に
濫

透

し

て
行
く

力

の
強

さ

と

を
見

出

す

と
共

「
＼

國

文
學

研
究

に

一
癖

生

面

を
翩
…キ
=
て

の
遙
む

べ
き

道

を
暗

示

し
て
ゐ

る
。

著

者

は
現

時
國

交

學
界

に
於

て
囑

躍

せ

ら
れ

て

ゐ

る
少

壯

宀弔
㎡觸
の
士

で

あ

る

o

こ

の
隠

れ

た

る
篇

學
盾

駒
帯
…
に
紹

介

す

,9
こ
と
を
得

た

の
11
弊

覚

の
喜

び
で

あ

る
跚

ふ
先

づ

本
書

に
つ

い
9
、
見

ら
れ

よ

。

'
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儚

東
京
帝
既
大
吊
殴
夕
學
研
究
竄
毓
餌

國
丈
學
研
究
叢
轡
策
丸
編

東
京
枚
芋
大
學
散
授

文

學

士

倉
野
憲
司
先
生
著

黻
『古
事
記
の
新
研
究

建
個
金
三
闘
五
十
鑓

逡
料
金

袷

四

競

古
纂
記
は
日
本
上
代

に
於
け

る
最

も
重
嬰

な

る
交
獣
で
あ
つ
て
、
日
本
・文
學

の

源
泉

と
し
て
、
國
民
思
想

の
描
籃

と
し

て

又
古
代

の
國

民
生
活
を
活
寓
し

た
も

の
と
し
て
、
古
代

の
日
本
を
知

る
殆
ど
喉
二

の
寶
典
で
あ

る
馴
而
も
従
東

の
宵

壊

肥
研
魔
は

9々
く
層て
の
匪
糠

の
範
醐則
を
漑
で
な
か

つ
た
。
本
欝
鬥は
、
こ
の
貼

に
慊

・52
ず

し
て
深
く
そ
の
内
審
本
質

に
立
入
り
、
全
(
馨
滑

秘
蹴

の

見
解

に
よ

つ
て

愚
摩
的

犀
研
究
論
朋
し
た
も

の
で
あ
る
ひ

「
古
事
証

を
上
代
に
於
け
る
民
旋
的
叙
事
交
學

暑
覿

じ
、

そ

の
虞
立
・
内
容
及

び
形
式

に
亘
っ
て
民
紬厩
的
叙

事
詩

の
本
質
的
研
究
を
繕

と
し
側
言
語
・
騨
話
・

宗
敦
・
人
姦
・考
古
・
土
俗

・歴

史
・
民
族

・
心
理
尊

の

各
方
面
よ

U
の
科
學
的

研
究
を
緯
と
し
た
も

の
で

あ
る

こ
と
.

一
古
事
記
研
究

の
童
達

を
眺

め
て
そ

の
甚
礎
的
研
究

に
も
觸

れ
た
こ
と
。

圃
胃
亭
祀

の
鬚
材
を
な
す
紳
牆

・
傅
設
及
び
鍵
譜

か

比
鮫
討
暖

.竃
試
み
た

こ

と
。

一
古
事
記
に
具
脱
せ
ら
れ

た
上

代
の

國
民
思
想

盈
び
固
民
生
括
を
傭

明
せ
ん

と
し
た

こ
と
。

本
害
は
以
上

の
新
見
地

に
立
ち
著
者

が
多
年
の
窺
蓄

を
剛
倒

」

て

複
聾
多
殿
む

る
古
箪
記
の
内
容
本
質

に
立
入

つ
て
之
を
組
鞭

立

て

系
統
づ
け

た
も

の
で

、
明

か
に
古
亭
認
研
突

に

一
新
生

面
を
開
拓

し

た

も
の
、
そ

の
科
畢
.剛
研
寵
を
試
み

た
最
初

の
も

の
で
あ
る
。
賀

に
本
昏

に
於

て
古
峯

肥

の

眞
窟
義

12
始

め
て
踊
朋

せ
ら
れ
た
義
が
あ

る
o

東
京
帝
固
大
學
段
畏

文
吊
樽
士

藤

村

作

先

生

著

版 五

上
方
交
學
と
江
戸
文
學

定
便
金
貳
厠
八
拾
磯

逾
料
金

捨

貳

銭

徳
川
朋

の
文
學

に
國
交
學
中

の
花
で
あ
る
。
浪
華

か

ら

江
戸

へ
、
元
縁

か
ら
交

化
交
政

へ
、
婆
術

の
花

は
移
り
移

つ
て
と
り
ど
り

の

色
を
見
せ
た
。
近
松

雫
四

鶴

や
芭
薫

や
禰
彦

弔
モ
の
他

の

所
謂
雌
作
煮
痙
。
淨
瑠
璃

や
、
淨

世
草
子

匐・
、

俳
諧

や
濟
落
本
な
ど
の
所
瀰
俗
父
串
、
是
箏

の

作
者

と
作
「鞠
∵
ζ
は
醤
が
蜀

川
期

の

ズ
學

を

飾帥
る

も

の
で

あ

0

、同

時

に
固
岬交

學
由
・
に
雷
職き

を
な

す

も

の
.で

あ

る
ゆ

本
書

は
徳
川
交
學

の
研
究

に
於

い
て
現
代

の
第

「
人
者

た

る
蔭
村
嚀
士
ボ
興
味

あ

る
題

口

を
捉

へ
て

元

轍
江

戸

の
丈

串

陀

45

明

に

箇

邇

し

た

る

も

の
、

轉
椎

階

級

の
乎

か

ら

民

衆

の
手

に
渡

き
れ

【
.總

川

交

箪

の
溜

息

、
「
粹

」
と
云

ひ

「
苅

一
と

留
す

る
富

時
の
町
人
生
活

の
眞
相
を
知

る
に
は
絶
好

の
委
料
で
あ
ら
看

元
縁
趣

膿

を
愛

し
、

江

戸

趣

味
を

喜

盛

人

の
柳周
め

に
艇
…
二
の
們
僅
吁
た

る

こ
と

は

一竃
ふ
雲

で

も

な

い
。

晏



「
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.1(1928)

駟
蘿
國邂
静
の

最

高

權

威

東
京
帚
國
大
學
國
文
學
研
究
室
編
輯

國

語

と

國

文

學

大
正
+
三
年
五
月
創

刊

侮
月

一
回
發

行

特

別
號

は
年

二
回

、
四
月
、
†
"
戮
行
し
、
共
他
は
普
通
號
と
す

定
嗣

咽

脳
紺

懿

[
皿・

表
一紳
螢

鑾

烟

毎

號

國

語

國

文

學

界

の

大

家

新

進

學

者

の

研

究

並

に

國

語

教

授

に
關

ず

る
意

見

を

發

表

致

し

ま

す

が
、徇

廣

く

大

方

の

御

投

稿

を

歡

迎

致

し

ま

す
。

　


